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第3章  道路整備の基本方針及び施策体系 

3-1 道路整備の基本方針 

上位計画における基本施策や施策分野とともに、本県の道路に関する現状等を踏まえ、本計画における 4 つの基本方針を以下に示す。 

●：方針 1 に関連 ■：方針 2 に関連 ★：方針 3 に関連 ◆：方針 4 に関連 

沖縄県総合交通体系基本計画 

■沖縄21世紀ビジョン基本計画を踏まえ、本県の交通政策におけ

る基本方向や基本施策を示すものである。 

新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画 

■沖縄県の最上位計画である沖縄21世紀ビジョンに示された、県

民が描く将来像の実現に向けて、基本方向や基本施策などを明ら

かにする総合的な基本計画である。 

将来像① 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島 
将来像② 心豊かで、安全・安心に暮らせる島 
将来像③ 希望と活力にあふれる豊かな島 

将来像④ 世界に開かれた交流と共生の島 
将来像⑤ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島 

●方針１ 
観光をはじめとする様々な産業の振興を支える道路 
 

■方針２ 
災害に強く安全、安心な暮らしを支える道路 
 

★方針３ 
人及び環境に優しく、快適な暮らしを支える道路 

◆方針４ 
離島地域の生活を支える道路 

 体系的な幹線道路網の整備 

 観光客の受入体制の整備 

 交通事故を抑止するための基盤整備 
 交通基盤の長寿命化 
 災害に強い道路の整備 

 

 歩いて暮らせる環境整備 

 集約型市街地の形成や地域特性に応じた道路整備 

 人に優しい交通手段の確保に資する道路整備 

 自然環境の保全に資する道路整備 

 離島地域内の道路網の整備 
 災害に強い交通基盤の整備 
 安全で快適な暮らしを支える道路の整備 

沖縄県における道路整備の基本方針 

（沖縄県の概況） 

・全国では既に人口減少に突入しているが、本県は 2030（令和 12）年まで

人口が増加すると推計されている ● 

・入域観光客は年々増加しており、平成３０年度には年間 1,000 万人を超え

ている● 

 

（交通の実態） 

・人口増加の伸び以上に自動車保有台数が増加しており、那覇市における

混雑時の旅行速度は３大都市圏と同水準 ● 

・交通事故件数は近年減少しているが、高齢者の事故は増加傾向 ■★◆ 

・本県の旅客輸送における自動車の割合は約９割を占め、公共交通の利用

割合は極端に低い ★ 

・観光客の移動手段の半数以上はレンタカーが占めており、レンタカー登録

台数も急増している ● 

・県内物流交通は、国道 58 号の利用が多く、沖縄自動車道の利用は一般

道に比べて少ない ● 

 
（道路整備の状況） 
・復帰後、幹線道路等の整備は着実に進展したが、自動車１台あたりの道

路実延長は全国水準の５割にとどまる ●★ 

・駐留軍用地の存在により、体系的な交通ネットワーク整備が不十分で、交

通渋滞や都市構造の分断などの問題が生じている ●★ 

・急速に進む道路橋などの老朽化に対して、効率的かつ効果的な維持管

理を行う必要がある ■◆ 

・頻繁に来襲する台風等の風水害や、今後想定される地震等に備え、生活

基盤の機能維持、強化等に取り組む必要がある ■◆ 

踏まえるべき交通の実態等 
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3-2 方針毎の施策体系 

3-2-1 方針１：観光をはじめとする様々な産業の振興を支える道路 

(1) 基本的考え方 

・本県では、陸上交通のほとんどを自動車

に依存していることから、人口増加も相

まって自動車の保有台数は全国水準を上

回る伸びで増加しており、幹線道路での

交通渋滞が慢性化している。 
 
・交通渋滞の緩和に向けて、高規格道路や

一般広域道路の整備により、体系的な道

路網の構築を図るとともに、主要渋滞箇

所において短期的に効果発現可能な交差

点改良等についても併せて実施する必要

がある。 
 
・陸上交通の大部分を占める自動車交通

は、県内の経済振興を支える重要な交通

手段であり、地域間交通及び地域内交通

の円滑化を図るとともに、広域交流拠点

である空港・港湾へのアクセス性を高

め、県内外の交流促進につなげることが

重要である。 
 
・また、世界水準の観光リゾート地の形成

に向けて、沖縄らしい風景づくり、憩い

の場やレクリエーション施設、緑陰によ

り強い日差しを和らげ快適に歩ける歩行

空間の整備など、県内に点在する観光施

設へのアクセス性・周遊性を高める道路

空間整備とともに、急増する外国人観光

客に配慮した多言語標記による観光案内

標識などの整備が必要である。 
 
以上を踏まえ、本県の観光・産業振興の骨格を形成する道路整備に向けて、「観光をはじ

めとする様々な産業の振興を支える道路」を基本方針１とする。 

（写真提供：沖縄総合事務局） 
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(2) 施策の体系と事業内容 

1) 体系的な幹線道路網の整備 

 

① 那覇空港自動車道の整備 

那覇空港と沖縄自動車道を連結し、本島中南部・北部の各拠点の地域振興の支

援、物流の効率化及び交通混雑の緩和を図るため、高規格幹線道路として那覇空

港自動車道（小禄道路）の整備を行う。 
 

② 沖縄西海岸道路の整備 

中南部圏域西海岸の地域拠点、広域交流拠点（那覇空港、那覇港）、高規格道路

（沖縄自動車道、那覇空港自動車道）を相互に連絡し、物流の効率化、交通渋滞の

緩和を図るため、沖縄西海岸道路の整備を行う。 
 

③ ハシゴ道路等ネットワークの構築 

都市部の渋滞緩和、観光振興及び物流の効率化等を図るため、本島南北軸と東西

軸を有機的に結ぶハシゴ道路のほか、那覇都市圏の交通円滑化に資する 2 環状 7 放

射道路など、幹線道路ネットワークの整備を行う。 
 

【2 環状 7 放射道路】 

宜野湾市

浦添市

西原町

那覇市

豊見城市

南風原町

放射道路・環状道路 凡例

放射道路<供用中>

環状道路<供用中>

〃 <構想段階>

〃 <構想段階>

市町村役場

与那原町役場

豊見城市役所

那覇市役所

西原町役場

浦添市役所

宜野湾市役所

中城村役場

南風原町役場

環状道路<事業中>

放射道路<事業中>
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【ハシゴ道路】 
 

【西側の柱】
国道58号

【中央の柱】
沖縄自動車道

【東側の柱】国道
329号

東西連絡道路

凡例

開通済み

※2022年4月1日時点

事業実施中
計画中

開通済み

事業実施中

計画中

開通済み

事業実施中

計画中

開通済み

事業実施中

計画中

沖縄・那覇空港
自動車道
（中央の柱）

直轄国道
（東側の柱）

地方道
（東西連絡道）

直轄国道
（西側の柱）

：既存ＩＣ
：既存ＳＩＣ
：予定（地活・スマート）ＩＣ
：事業中IC

■南北を走る強固な【３本の柱】
【西側の柱】国道58号
【中央の柱】沖縄自動車道
【東側の柱】国道329号

■３本の柱を支える【東西連絡道路】
沖縄嘉手納線、宜野湾北中城線、浦添西原線など

■高速道路を使いやすくする【インターチェンジ】
喜舎場スマートＩＣ、幸地ＩＣ、池武当ＩＣなど

【東側の柱】

国道329号

恩納バイパス

恩納南バイパス

喜舎場ＳＩＣ
(那覇方向のみ）

名護東道路

読谷道路

浦添北道路Ⅱ期線

那覇北道路

那覇西道路

豊見城道路

糸満道路

南部東道路

津嘉山バイパス

那覇インター
アクセス道路

県道82号線
浦添西原線

宜野湾横断道路

宜野湾北中城線

県道24号バイパス

沖縄環状線

県道23号線

沖縄嘉手納線

石川仲泊線

与那原バイパス

南風原バイパス小禄道路

南風原道路

嘉手納バイパス
【西側の柱】

国道58号

東西連絡道路

金武バイパス

【中央の柱】

沖縄自動車道

浦添拡幅

県道82号線

豊見城東道路

北谷

拡幅

屋嘉恩納線

県道104号線

幸地ＩＣ（仮称）

西原バイパス
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④ 渋滞ボトルネック対策 

本県における慢性的な交通渋滞の緩和に向けて、国や県の関係行政機関等で構成

する沖縄地方渋滞対策推進協議会にて特定された主要渋滞箇所において、道路整備

に伴う交差点改良とともに、短期的に実施可能な渋滞対策を行う。 
 

【ボトルネック交差点の対策事例】 
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2) 観光客の受入体制の整備 

 

① 案内表示の充実強化(道路案内標識等) 

道路案内標識の適切な設置および修繕・更新を行うとともに県内の主要な地名

を示す目標地や主要な観光地を示す著名地点等をローマ字、英語を併記すること

で外国人観光客等の道路利用者に対してわかりやすい情報提供を行う。 
 

 
 

 
② 沖縄フラワークリエイション事業 

亜熱帯性気候の特性を生かした魅力ある花や緑であふれる県土を形成するた

め、観光地アクセス道路の重点緑化を行い、沖縄らしい風景づくりとともに、低

炭素都市づくりを推進する。 

国道330号（那覇市旭町） 一般県道新川白保線（石垣空港前）  
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3-2-2  方針２：災害に強く安全、安心な暮らしを支える道路 

(1) 基本的考え方 

・交通の安全を確保することは、道路整備

を進める上で、最も基礎的な要件であ

り、交通事故が多発する箇所を優先的

に、改善策を展開していくとともに、増

加傾向にある高齢者事故に対する施策に

ついても、今後問題が顕在化しないよ

う、未然に防ぐ取り組みを併せて実施す

る必要がある。 
 
・沖縄県は、塩害などの影響により、国内

の他の地域に比べて橋梁が損傷しやすい

環境であるとともに、本土復帰後に多く

の橋梁が建設されており、架け替えなど

の事業が一時期に集中する恐れがあるこ

とから、既存ストックを有効活用するな

ど、計画的な維持修繕・更新を行う必要

がある。  
 
・本県は、台風の常襲地域であることか

ら、風水害への備えとともに、今後予想

される地震や津波に対して、予防的措置

を含む生活基盤の機能維持・強化や防

災・減災対策に取り組むなど、災害に強

い県土づくりが求められている。 
 
・以上を踏まえ、安全な交通環境の創出

と、本県特有の自然災害へ対応する道路

整備に向けて、「災害に強く安全、安心

な暮らしを支える道路」を基本方針 2 と

する。 
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(2) 施策の体系と事業内容 

1) 交通事故を抑止するための基盤整備 

 

2) 交通基盤の長寿命化 

 

① 橋梁等道路施設の修繕 

老朽化・劣化の進行する橋梁やトンネル、横断歩道橋等の大型構造物やその他の

小型構造物の修繕や耐震補強を行い、災害等緊急時の輸送道路の確保等、安全で安

心な道路ネットワークの形成を図る。 

① 交通安全施設の整備 

交通事故危険箇所において、交差点改良による交通流の改善や、防護柵、区画線、

道路照明などの交通安全施設の設置を行う。 

防護柵（ガードパイプ） 区画線

滑り止め舗装

道路標識
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3) 災害に強い道路の整備 

 

① 災害防除事業 

緊急輸送道路などの県管理道路において、道路法面等の危険な兆候を示し、その

まま放置すると災害を起こし、交通に著しい影響を及ぼす恐れがある危険性の高い

箇所において、落石防止対策や法面崩壊防止対策を実施し、災害の未然防止や緊急

輸送道路の確保を図る。 
 

主要地方道国頭東線 国道505号  
 

② 無電柱化事業 

緊急輸送道路や避難路確保の防災対策、安全で快適な通行空間の確保、都市景観

の向上、観光振興を目的とし、無電柱化を行うための電線共同溝を整備する。 
 

一般県道39号線（国際通り）

整備前 整備後

 



33 
 

3-2-3 方針３：人及び環境に優しく、快適な暮らしを支える道路 

(1) 基本的考え方 

・道路整備を進める上で、安全で快適なゆ

とりある道路空間や、街路樹を適切に配

置・管理された緑陰のある歩行空間の創

出を図るとともに、高齢者、障がい者な

ど誰もが安心して快適に暮らせる生活環

境の確保が求められている。 
 
・近年では、ウォーキング・ジョギングや

自転車利用も増加しており、健康づくり

の一環として道路空間の利用形態も変化

してきている。 
 
・中南部都市圏における大規模な駐留軍用

地跡地の開発や既成市街地の再編など、

市街地の計画的な開発整備を行うことに

より、道路や公園等の公共施設が整備さ

れ、安全で快適な道路空間の創出、良好

な生活環境の確保が図られる。 
 
・県民生活を支える道路の整備にあたって

は、地域の特性を踏まえつつ、地域コミ

ュニティや地域活性化への配慮が必要で

ある。 
 
・本県は豊かな自然環境を有しているが、

交通量の増加等に伴い、貴重な野生生物

のロードキルも増加しており、生物多様

性の保全に配慮した道路整備が求められ

ている。 
 
以上を踏まえ、地域に暮らす人の視点での道路整備に向けて、「人及び環境に優しく、快適

な暮らしを支える道路」を基本方針 3 とする。 
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(2) 施策の体系と事業内容 

1) 歩いて暮らせる環境の整備 

 

① 街路整備事業 

安全で快適なゆとりある道路空間を創出するとともに、交通渋滞を緩和し、物

流・交通流の円滑化を図るために、４車線拡幅、歩道の設置、緑陰の形成、無電柱

化等を行う街路事業を推進する。 

 
 

② 歩行空間の整備 

安心して快適に暮らせる生活環境を確保し、移動の円滑化を推進するため、歩道

未整備箇所や狭隘箇所、通学路等において歩道の設置を行う。 

整備前 整備後

主要地方道那覇糸満線  
③ 良好な沿道景観の形成 

誰もが快適に暮らせる質の高い生活環境を実現するため、道路植栽の適正管理を

推進し沖縄らしさを感じることが出来る空間や涼しい歩行空間を創出する。 

整備前 整備後

主要地方道 宜野湾北中城線  

真地久茂地線（完成イメージ） 龍 潭 線 
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④ がんじゅーどー事業 

「健康・長寿命おきなわ」を維持継承するため、県民の健康づくり活動のウォー

キング・ジョギングをするために利用しやすい道路空間を形成し、県民の健康づく

りを推進する。 

舗装断面図

主要地方道 沖縄環状線  
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2) 集約型市街地の形成や地域特性に応じた道路整備 

 

① 土地区画整理事業 

基地返還跡地等、整備が必要とされる市街地においてその一定の区域内で、地権

者から土地の一部を公平に提供してもらい、道路や公園等の公共施設用地を生み出

し、これを整備することで、宅地の利用価値を高め、健全な市街地の形成を図る。 

西普天間住宅地区（宜野湾市）

イメージパース整備前（H30年）

 
② 市街地再開発事業 

土地の利用が低く、都市防災上若しくは都市環境上の問題を抱える地区等におい

て、敷地の統合、不燃化、公共建築物の建築、道路等の公共施設を整備することで、

土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る。 

山里第一地区（沖縄市）農連市場地区（那覇市）  
③ 生活に密着した道路整備 

狭い道路幅員の改築や安心して歩ける歩道の設置など、地域の特性を踏まえつ

つ、生活基盤の充実・強化を図るため、安全で快適な道路空間の創出、地域活性化

及び良好な生活環境の確保等に資する道路整備を行う。 

国道331号（塩屋工区）（完成イメージ） 主要地方道名護本部線（完成イメージ）  
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3) 人に優しい交通手段の確保に資する道路整備 

 

4) 自然環境の保全に資する道路整備 

 

① 世界自然遺産保全・適正利用推進事業 

生物にふさわしい環境づくり、道路環境の改善等を行うことで、ロードキル防

止及び道路利用者に対し安心して走行してもらう事を目的に、対策工事及びモニ

タリング調査を実施する。 

 

① 自転車利用環境の整備 

安全・安心な自転車利用環境創出のため既存道路に自転車走行位置を明示するこ

とにより自転車走行環境を確保し、自動車に頼らないライフスタイルへの転換、自

転車の利用促進を図る。 

     

② 沖縄都市モノレール整備事業 

沖縄都市モノレールの更なる利用者の増加に対応するため、車両の 3 両編成化及

び新車両基地の整備を行い、輸送力増強に取り組む。また、既存区間の計画的な修

繕を行い、モノレールの安定運行を図る。 
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3-2-4 方針４：離島地域の生活を支える道路 

(1) 基本的考え方 

・離島地域において、若者の流出に伴う

人口減少、高齢化等が進行し、経済活

力の低下や地域活動の担い手の減少に

より、地域社会の維持が困難になるこ

との無いよう、生活基盤の充実強化を

図る必要がある。 
 
・空港や港など交通拠点間の連携強化と

ともに、離島住民の生活利便性を確保

する陸上交通基盤の整備や、地域特性

を踏まえつつ定住環境の確保に資する

道路整備を進める必要がある。 
 
・本島同様、台風等の自然災害に備え、

予防的対策を含む生活基盤の機能維

持・強化や防災・減災対策に取り組む

ほか、増加傾向にある高齢者や自転車

による事故を未然に防ぐ交通安全対策

も併せて実施する必要がある。 
 
 
・以上を踏まえ、離島住民の生活利便性

の確保や安全な交通環境の創出を支え

る道路整備に向けて、「離島地域の生活

を支える道路」を基本方針 4 とする。 
 



39 
 

(2) 施策の体系と事業内容 

1) 離島地域内の道路網の整備 

 

① 定住を支える道路整備事業 

離島の自立的な地域づくりと定住支援を図るため、地域特性に応じた道路整備と

ともに、空港、港湾・漁港等の交通拠点間を結ぶ道路の整備を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

② 生活に密着した道路整備事業 

地域の生活基盤の強化、地域活性化

及び良好な生活環境の確保等に資す

る市町村道の整備を促進する。 
 
 
 
 
 

 
 

③ 過疎地域における市町村道の整備 

地域の生活基盤の強化、地域活性化

及び良好な生活環境の確保等のため、

過疎地域の道路新設及び改築等によ

る道路整備を促進する。 
 

久米島町道久米島縦断線

宮古島市道松原１号線

一般県道石垣空港線一般県道平良下地島空港線（乗瀬橋）
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2) 災害に強い交通基盤の整備 

 

① 橋梁等道路施設の修繕 

老朽化・劣化の進行する橋梁やトンネル、横断歩道橋等の大型構造物やその他の

小型構造物の修繕や耐震補強を行い、災害等緊急時の輸送道路の確保等、安全で安

心な道路ネットワークの形成を図る。 

一般県道 池間大浦線 池間大橋橋梁補修事業  
② 災害防除事業 

緊急輸送道路などの県管理道路において、道路法面等の危険な兆候を示し、その

まま放置すると災害を起こし、交通に著しい影響を及ぼす恐れがある危険性の高い

箇所において、落石防止対策や法面崩壊防止対策を実施し、災害の未然防止や緊急

輸送道路の確保を図る。 

主要地方道石垣港伊原間線 一般県道白浜南風見線  
③ 無電柱化事業 

緊急輸送道路や避難路確保の防災対策、安全で快適な通行空間の確保、都市景観

の向上、観光振興を目的とし、無電柱化を行うための電線共同溝を整備する。 

国道390号無電柱化事業

整備前 整備後（イメージ）
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3) 安全で快適な暮らしを支える道路の整備 

 
 

① 交通安全施設及び歩行空間の整備 

交通事故危険箇所において、防護柵、区画線、道路照明などの交通安全施設の設

置を行うとともに、移動の円滑化を推進するため、歩道未整備箇所や狭隘箇所、通

学路等において歩道の設置を行う。 

整備前 整備後

一般県道 長山港佐良浜港線 歩道設置  

② 土地区画整理事業 

県内離島では、これまで土地区画整理事業が進められている。引き続き、地権者

から土地の一部を公平に提供してもらい、道路等の公共施設を整備し、宅地の利用

価値を高め、健全な市街地の形成を図る。 

竹原地区（宮古島市）  
③ コミュニティー道路整備事業 

商店街や学校施設等が沿道に立地し道路拡幅が厳しい生活道路において、歩行者

が安全で快適に通行できる空間を確保するため、車輌を一方通行にし、歩道の拡幅

を行う道路整備（コミュニティー道路整備）を行う。 

主要地方道 久米島空港真泊線

整備前 整備後（イメージ）

 

整備後（イメージ）


